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変位一時間記録

A1 型 船 長 l=200cm 

船 巾 40cm 

吃 水 h=l7.43cm 

童心位置 -1.66cm 

-GM 0. 59cm 

質 量 m=142.3gr•sec町cm

水 深 H=23.5cm 

ループバネ常数 K=l695gr/cm 

図 7

(11) 
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ものが表6の1ノ1,1ノ3である。この表から t。およ とんど接岸速度と同じ速さで回転しうるので，水圧は

ひ． s。の値は，接点の上下にかかわらず変らないこと 小さく，ローリングの影響が記録に現われているもの

がわかる。 と考えられる。

4-1. 2 ¼点接岸の実験例 この図においても， toとS。については前例同様の

図3は，％点接岸の例として，実験 No.16, 15, ことが認められる。

14, 12の電磁オシログラフの記録である。接点の位置 表6,1ノ4に実験値を表示してある。

はそれぞれ，士0,-4. 0, -6. 0, -8. 5cmであるが， 4-1．4 1/s,％点接岸の実験
S。は変らないことを記録は現わしている。 表6の1ノ5, 1ノ6は％点と1/s点接岸の実験例で
かかる実験の記録の読みを表6の1ノ2に一括して 接点は土0である。

示した。

4-1. 3 端接岸の実験例 4-2 tender shipの実験例

図4は，前例同様，実験No.5, 2, 9, 10, 14の記 表4のとおり，この重頭船では，重心 Gは浮心 B

録である。 の上 7.0583cmで， GM 0.5908cmである。

ここで No.10, 14で端と中央の水圧が逆になつて 4-2. 1 中央接岸の実験例

いる。これは端接岸のため接点に対し，反対の端はほ この実験においては，横揺れが著しく，水圧計の記

変位一時間記録

A 型船長 I=200cm 

(12) 

船巾 40cm 

吃水 h=29.76cm 

重心位置． ー 14.88cm 

GM  4.48cm 

質量 m= 242. 9gr • sec町cm

水深 H=35.4cm

ループバネ常数 K=1695gr/cm 

図 8
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変位一時間記録

船 長 l=200cm 

船 巾 40cm 

吃 水 h=29. 76cm 

重心位置 -14. 88cm 

C-M 4.48cm 

質量 m=242.9gr•sec2/cm 

水深 H=35.4cm

ループバネ常数 K = 1695gr I cm 
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'G2.2.、(6

表 7-1

A型中央復f撃-
水深 H 23.5 cm 
Dl7K. 戎／7.4313cm.
吏心位置7k面下 /.6573cm
W I3t450,r 
厄 ／42.295'?（サ俎c̀/cm)

2, I 

・電磁オ汲］読 ，K血と持呉t、(sec)I ・広(C加）1 以．（cm)I砂．（cm)I,S, (sec)I直置関1系

録は，紙面外に外れているものが多い。図5は実験

No. 56, 53, 59, 62, 65の記録で，接点位置は， 4,

1. 1の例同様＋4.0,土0,-4. 0, -6. 5, -8. 5cm 

である。

揺れ方は，はなはだしいにもかかわらず， S。と t。の

値は，やはり接点を上下しても変らず， stiffshipの

場合と等しい値を示している。

表7の2ノ1に実験値を一括掲げた。

4-2. 2 ¼点接岸の実験例

図6は以点接岸の実験例の記録で， S。と t。が前例

同様変らないことがわかる。

表7の2ノ2はこれらの実験値を取りまとめたもの

である。表6の1ノ2と対照してみれば， t。も S。も

それぞれ等しい値であることが理解される。

4-2. 3 端接岸の実験例

(14) 

表 7-2

も2.2.2. 11，，，，喧撃
2 、3

"”号¥t. (se叫瓦（（四1電械ゲ＿~I A. (cm) I S, (sec) I'這濯臭
位置 IJJ急

平 'm
二
二

喜

図7は端接岸の場合で，やはり t。, S。は変らず，

また， stiffshipの場合とも等しい。表7の2ノ3に

実験値を示す。

4-2. 4 怜点，％点接点

表7の2ノ4, 2ノ5は％点，％点で土0の位置で

接岸した場合の実験値である。

これら 4• 2の実験において，水圧計の記録はロー
リングのはなはだしいことを示しているが，ただ接点

が重心と浮心との中間附近の時には，ローリングが小

さいことがわかる。

4-3 重心と浮心の一致した場合

図8と図9は重心 Gと浮心 Bが一致した場合の中

央接岸と¼点接岸の実験例である。 きっ水は 29.76 

cm, GMは 4.48cmである。

この両図から判るように，多くの前例同様に接岸点

の上下によつて Sc, t。は変化しない。また，この実

験例ではメタセンター近くに衝撃点がある場合揺れが

幾分小さい。

表 8 に中央接岸の場合，表 9 に¼点接岸の場合の実

験値をまとめてある。
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表 8 表 9
.6/・ 92.95:?I 

A，空 中央釦繁
A型玲美壇撃
水洛~ H35.4cm 
成 1K. 凡 29.76 cm 

W ;?38, 080釘

m 242.9387 
ォく環 H 35.4 cm 

at TK. Ir. ?"I. 7 6 c.m 
吏 Iじ11L置水面下／488cm
W ?38, 080 9r 

重心泣厘 4k面ア ／4.88 cm 
（弓）

m ?42.'/387 (<Jr.S、t/cm) 電釦；1l北IA r2_、Iぐ (a^17Ktl)と樗央

゜_4.70-」-I 

3, I 

表 10

S。＝叱蟻＋ e丸／直（こよる言十算表
A、製船長 200cm 噴 40cm

7K浣 H=?3.5 cm 庇水仕＝ ／7．43/3 cm 
船の奎量 W=139-4 5 Ogr 船滋量 m-/42.2951('JrMCJ/cm) 
H。=竹 +(Hー仕）／2＝ 20.465g ecm.) 
w =,!ff百。＝ ／4／． 6209(cm/5ec) 
九＝ J,.,ん／幻＝ 0．／23/ （9r.4吟／cが）
-12 ° ~ K /m. = I 695//42.295・9= I /.9118 (seざ）
a --1,.,. ~.l/ m = 3. o I 6 o (seざ）
¢ = mr1/石＋ 1 Iz....512, 6C/8. 4 OC/3 (9r.cm. sec2) 
= 2 775_4 X 10-4 Y~ 

H：：：フ5．4.月..?'1.76
『 238()g91ク42.f367

凡 =32.5g

aJ • I 7 8. 68 5 2 
ガ:.a/665 
た— 6'?771
ct-= 4.0805 
Ir.g4?357.9437 

(15) 



16 

4-4 理論値

2において，筆者は，接岸力の大きさは，横揺れ回

，転に関係なく，（7), (8)式によって，求められるこ

とを述べた。

4の実験について理論値を， 2における(7),(8) 

式によって求めるに，計算表は表10の通りである。

4-5 実験値と理論値の比較

本章前節までに，浮心と重心の関係位置によって生

ずる stiffship と tendershipの場合と浮心と重

心が一致した場合について行なった実験値を示した

が，いづれの場合においても接岸点の上下の変化によ

つては S。は変化せず，したがつて， Voが等しければ

接岸力も等しいことがわかる。

実験値の平均を一括したものを表11に示す。

この表の値と理論値とを比較図示したものが， stiff

表 11

s.，も。の実瞭臼’
A、型永深 235cm
罪長 200cm．ウ 40 cm, OE水. 17.4313 cm 

宝、し・ 1立笈火面下 9.8405cm 
匹—/. / 2,tq cm 
lrM 8. 1 7 4 O cm 

shipについては図 10, tender shipについては図

11,浮心と重心が一致した場合は図12である。

この図において， toと S。ともに理論値によく合致

することがわかる。

また mが大きいときは， toが理論値に比し短いの

は，理論値は漸近的に最大値になるためである。

5. 結 論

-4 ，！ 

水面と桟度
1立閑f糸 Z (cm 中央 1/8] 鰭 1 地

土40(9m) ／3. g4 5 o. 66。.356 c)  027。15ク
士 ,::,____j___£_.£.tos1°65035.91°61_0 3421°-45。?661034。./98I0.2B o 162 
-4 0 5. 405 °65。362 45。?/ 028。!63
=.§2_1 38.4051°65。360I j04S。?63
-6".S I :1340.s I I I I i07e。166
-85 /3405 6 036/ 045 

P.?64 027 0/ 5q 
平均 ~5 o~ol06103421°4502641°34 。.Iク8'02 グ50/62

（たれ牧字て。，右下数字s.＂;)
奎心位壼 9K面下／． 65 73 CIT/ 
匹 7.0 5 B 3 cm 

訪 0.5 9 0 8 cm 

本報告において， stiffshipの場合， tendership 

の場合，および浮心と重心が一致する場合について，

接岸点の位置を水平方向，鉛直方向において変化させ

た多くの実験について説明を加え，その実験値が理論

値とよく合致することを示した。

これは， 計算式の妥当なことを証するものといえ

る。

この研究の結果，緩衝作用を有するドルフィンや棧

橋等に働く接岸力の大きさを求めるには，

(1) 横揺れ回転は考えなくともよい。

(2) 衝撃点の上下によって接岸力は変らない。

(3) 接岸力は，船の重心と衝撃点間の船長に沿う水

平距離を考慮した(7)および(8)式によつて求め

られる。

ということが理解される。

,位K面僭と閲棺珠迄 Z (cm) 中央 V8  し／4 繹 I瑶
+4 0 S.6.5グ．ア 0.65 0ヲ63

i s亀l) 045。?63 ！ (Sec) 

-t 2. 5 4 /5 73 lo.270 /63 

士 0 1.65 73 065 ()ヲ620620323 <145 0.?60 o.35 0 203iQ27n 1 6 7 

-4.o 2.3427 066 0.362 0.44 0?58 万!1 | 027 0/64 
-65  41?4?7 066 0362 0.45。?5'1 7 0/67 
ク< 6月427065 0.360 o .. ・5 o.?61 2ヽ70/64 

平土勺 065 0.362 062 o.323 045 0260 a35 070.31°21 0/65 

4 1 2 

A，型水芽 35.4cm 
船長 200 cm. 口乞火 27.76cm 
を心泣量永面下 ／48g cm 
咋 4.4803 cm 4,  :3 

1/8 1 l/4 1 3/8 

(S•e) , 
(Sec) 074 o.367 1 

0 0 88 II5。546 --0750394に□[
2.6/09  05 7 ―「---
0 688 IIO 076。397 --」□ ;•三fl：三□
(16) 
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A型，きつ11~ 29.76cm, 国＝0 ， ~=A.483cm,

--l 

も

1.0 

(::i a
s
)
•
'
+
鼻

(
o
a
 

゜0 AD 6.2 8.0 8.5 9.5 100 10.5 I I.O I 1.5 一衝撃臭の木面下の潔さ (•cm)

図 12 理論値と実験値の比較
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